

















































































Ideal way of door of residence that senior citizen lives
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卒業研究・作品
（自由）は、被験者個々の影響が大きく、座面高さの影響はほとんど見ら
れなかった。また、手すり位置が+200mmの時に手すり距離（規定）、手
すり距離（自由）とも、最小となった。最大奥行き寸法（平均値298mm）
は、座面高さ400mmで最も大きくなり、500mmでは、最も小さくなっ
た。また、手すり位置が前方にあるほど最大奥行き寸法が小さくなり、後
方にあるほど大きくなるといった設置位置との関連性が見られた。
4．結論・提案
　玄関のドア板一枚を隔てて、家の内と外では二重標準が厳然としてあ
り、あるいは、上足（素足）と下足（靴履き）とを使い分けることによって、
いわゆる「浄・不浄」という意識の区別が生じる。ここでの要点は、靴を
脱ぐか脱がないかというところにあり、下足の状態のままで「門」を通過
するだけでは、たとえ敷地内であったとしてもあまり「ウチ」という意識
が働かないのかもしれない。このわずか厚さ数センチの玄関ドアを隔て
て、世界観、あるいは行動基準がまったく変わるというのが、日本文化を
理解する上で重要な通過儀礼装置なのである。しかし本研究で、危険・
負担に感じている点として「段差」と回答している人が多いことから、段
差に対する改造要望が高いという結果となった。よってバリアフリー化
して、段差を無くした玄関が最も高齢者に優しいのかもしれない。そこ
で、手すりや式台といった器具を使わないような方法を求めたい。例え
ば、靴脱着用椅子の提案をする。玄関において障害となるのが段差であ
り、その段差で最も恐れるのが転倒事故である。玄関は外出時には靴を
履き帰宅すると靴を脱ぐ場所であり、欧米にはない日本特有の玄関での
動作を安全かつスムーズに行えることが、日本の住宅の玄関に求めら
れる。しかし、靴の着脱は、前かがみや片足立ちの姿勢をとることから
不安定になりやすく、子供や妊婦、高齢者にとっては特に注意すべき場
所なのである。2004年全国老人クラブ連合会会員2900人の調査結果
では、転倒場所で最も多かったのが「玄関と屋外」（24%）であった。や
はり靴の脱着は無意識のうちに立位姿勢の動作で行うため、身体のバ
ランスを崩しやすくとても不安定で危険であることがわかる。高齢者の
立位姿勢での靴の脱着動作では、「片足立ち」が最も危険である。特に富
山では積雪が多く、積雪地方特有の靴（長靴やブーツ）を履く人が多い
が、普通の靴よりも脱ぎにくく立ったまま履くことは困難を極める。そこ
で椅子の設置を考えた。前述での調査では玄関の改造について、手すり
や式台に比べてベンチや椅子を設置したいと考えている人は2割程度
しかいなかったが、ベンチや椅子は他の改造に比べて安価で行うこと
が出来、手すりなどと合わせることで、より玄関での靴の脱着や段差の
上り下りがしやすくなると考えた。しかも、それは高齢者だけではなく、
若者や子供にも靴を履くのに使用できる。まさに老若男女が求めるしつ
らえなのではないだろうか。
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